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「防災かまどベンチ」とは・・・普段は通常のベンチとして利

用し、災害発生時などの非常時には座板を外し、炊き出し用の

かまどとして利用するものです。 

 「わんぱくプラザ常盤」実行委員会のメンバーや地域協働合

校推進委員会などが中心になって、中村新作さん（穴村町）の

指導のもとに常盤市民センター裏の駐車場に３基作られまし

た。ご協力ありがとうございました。 

 今後、子どもたちの野外活動や、防災活動を通した住民交流

などに活用していく予定です。 まずは基礎部分

を掘り、あらかじ

め作っておいた

型枠に合わせて

コンクリートを

流し込みます。 

レンガを真っ直

ぐに積み上げる

ことができるよ

うに、前もって製

作しておいた木

枠をセットしま

す。 

①基礎作り 

②木枠のセット 

災害時は「かまど」に変身 

７月１６日(月・

祝)の「サマーハ

ウスときわ」で

“火入れ式”を行

います。かまどを

使ってフランク

フルトを焼く予

「わんぱくプラ

ザ常盤」に参加し

ていた小学生も

興味津々の様子

でした。 

レンガとレンガ

の間にモルタル

を流し込み接着

します。上下左右

が均等になるよ
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* 災害時の要援護者登録制度の普及促進と町内会への要援護者情報提供に係る協定締結の促進。

*

* 行政内部では得にくい高度で専門的な知識または経験を有する職
員を採用し、特定分野の課題に対し効率的な対応を図る。

常盤学区の出席者から、芦浦観音寺の保存管理と活性化　及び烏
丸半島、平湖及び柳平湖の有効活用と活性化等について熱心な意
見提案が多く出されました。市長が説明された公約（今後の事業）及
び出された意見提案が今後の市の行政にどの様に取り組まれていく
か見極めていきたいと思います。

『人と地域が輝く常盤協議会』では、さらに住みよい、安全で安心して暮らせるまちづく
りを通して、より一層地域が輝き続けるため、今後どのような事業活動が必要かアンケ
－ト調査を行います。アンケ－ト調査は７月下旬から８月にかけて各町内会を通じて行
いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

草津の環境・防災

木造住宅の耐震化の促進・震災時等のより安全な避難経路を確保するため狭あい道路の拡幅整備。

水害が発生した時の住民の安心マップとして、「洪水・内水ハザ－ドマップ」を作成し全戸配布。

烏丸半島の振興方策について、花畑や緑地広場などの整備を県と協議推進。

草津の市制・財政

草津市男女共同参画推進を具現化するため、第３次男女共同参画推進計画の実施。

交通量の多い小中学校の通学路において、児童や歩行者の安全を図るため、歩道整備が出来ていない箇所につ
いて、路側帯のカラ－舗装化を実施。

草津駅、南草津駅周辺地域の市街地整備に伴い子育て世代の流入等による保育園待機児童の増加解消のため、
民間保育所施設整備及び定員増加を図る。

草津の産業・交通

草津川跡地の有効活用を図るため、草津川跡地利用基本計画の策定等の検討。

交通弱者の生活交通を確保するために、路線バスを含めた交通網の整備及び小型バス「まめバス」の更なる実証運
行。

草津産農産物のブランド力向上のため、農産物の普及啓発活動、６次産業化に向けた生産者への啓発、活動支援
を行う。

特別支援を要する児童生徒へのきめ細かな指導支援をさらに充実するため、全小中学校に学校すこやかサポ－ト
支援員を配置。

人と地域が輝く常盤協議会 平成24年7月15日

　草津市主催の常盤学区タウンミ－ティングが、過日５月２５日（金）午後７時から常盤市民センタ－にて開催されました。

草津市側から橋川市長他幹部の方々、また常盤学区からは常盤協議会、各町内会長及び各種団体の代表者の方々は

じめ多くの皆様の出席を頂きました。

　橋川市長から本年２月に行われた草津市長選挙（無投票当選）時に掲げた、マニフェスト（公約）の説明があり、平成２４

年度以降は【さらに草津】をスロ－ガンに【安心をさらに】【活力をさらに】【安全をさらに】【透明をさらに】を軸とした、７７項目

の事業の詳細な取り組み説明がありました。

草津の教育・福祉

小中学校の一部で実施されている少人数（３５人学級編制）の実施。

タウンミ－ティング開催される!

ＰＨＯＴＯ

市長と市民が意見交換を行う

アンケ－トを実施します!

 

 

 



第３号（３）

上寺町 園田　清一 ﾎ-ﾌﾟﾀｳﾝ芦浦町 横山　敏美

芦浦町東 木村　源一 常盤団地 今井　幸男

長束町 長束　廣司 片岡東町 髙坂　由紀子

下物町 白井　けい子 志那町 藤田　繁一

芦浦町 大橋　康二 志那中町 太田　昭一

名　　前

片岡町 澤田　一男 穴村町 粟津　豊

下寺町津田江 片岡　美栄子 北大萱町 馬場　紀久子

下寺町 下村　修一 志那町吉田 白井　周太郎

人と地域が輝く常盤協議会 平成24年7月15日

　人と地域が輝く常盤協議会と常盤小学校、常盤幼稚園、町内会、読書グル－プ「松葉会」

そして常盤を愛する作詞家・作曲家や演奏家などが協力連携しあい、さまざまな人々の連携

のもと、「常盤”音”今昔物語」【故郷への思いを込めた歌と物語】を創作します。

　創作の課程では、子どもから高齢者まで多世代間の交流の場面を創出し、みんながふるさ

と常盤の歴史や常盤の良さを再認識していきます。そして、常盤という故郷を守り育てていく

子どもたちに、ふるさと常盤のすばらしさを伝えていきます。

　創作した歌や物語は、常盤で行われる各種行事や小学校の地域学習の一環として活用

し、常盤の宝物としていくとともに、この取り組みの中で培われた様々な人々のつながりであ

る”絆”を強固にしていきます。

　創作にあたり、常盤学区に昔から残る伝説、民話、歴史、昔話を中心に物語の素材を集

め、それを基に今昔物語にし、「今昔物語の曲」と「今昔物語の歌（常盤の歌)」を創り、オリジ

ナル「”音”今昔物語」を創造します。

　そして出来上がった作品はプロの演奏家が演奏し、「今昔物語の歌」には子どもたちや地

域の住民も合唱で演奏に参加し、常盤の文化的財産になることを目指します。

　常盤学区の皆様方におかれましては、昔からの伝説、民話、歴史、昔話を知っておられる

方がありましたら、各町の今昔物語実行委員までご連絡をお願いいたします。

各町実行委員（敬称略）

町　　名 名　　前 町　　名

【常盤”音”今昔物語】

創作開始！

 

 

 



 


